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「対話 信頼 行動で次代へ！輝き続けるまち めむろ」 

次代を担う子どもたちのために！ 

「芽室町子ども・子育て支援に関するアンケート調査」 

～調査ご協力のお願い～ 

子育て中の保護者のみなさまへ 

 みなさまには、日ごろから町政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 本町では、安心して子育てできるまちづくりを目指して、令和２年３月に、５年を計画期

間とする「第２期芽室町子ども・子育て支援事業計画」を策定し、子育て支援サービスの充

実を図ってまいりました。 

 この度、本計画が令和６年度で最終年度を迎えることから、次期計画の策定において、子

育て支援に関する施策やサービスの利用等について、変化するニーズに迅速に対応してい

くために、みなさまのご意見をお聞かせいただきたく、ニーズ調査を実施します。 

なお、この調査は、小学校入学前のお子さんがいる全世帯の保護者の方々にご協力をお願

いするものです。 

 また、ご記入いただいた内容について、個々の調査票を公表したり、調査の目的以外に使

用したりすることは一切ございませんので、率直なご意見をお聞かせください。 

 設問は全部で 56問あります。みなさまのご意見が、今後の芽室町の子ども・子育て支援

を推進するうえで、大変貴重な資料になりますので、ご多忙のところ大変恐縮ですが調査の

趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

令和５年 12月 

芽室町長 手島 旭 

 

【ご記入に当たってのお願い】 

・ご回答は、できる限りあて名のお子さんの保護者にお願いしますが、ご家族の方や一緒に

お住まいの方にもご協力いただきますようお願いいたします。 

・調査票の頁数が多くありますが、回答していただく方を限定している設問もありますの

で、最終頁までご回答くださいますようよろしくお願いします。なお、問１から問 44まで

は、国が設定している質問になります。 

・番号を選ぶところでは、当てはまる項目の番号を、指定の数だけ○で囲んでください。 

・ご記入いただいた調査票は、同封いたしました返信用封筒に三つ折りに入れていただき、 

１月 17日(水)までにご投稿ください。（切手は不要です） 

・調査回答につきましては、本冊子での回答のほかに、電子回答もございます。電子回答を

希望される場合は、右のＱＲコードを読み込んでご利用ください。 

【問合せ先】 

芽室町子育て支援課児童係   電話 0155－62－9733（内線 171） 

✉k-jidou@memuro.net 

  

資料４ 

ＱＲ 

コード 
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問１ お住まいの地区としてあてはまる答えの番号１つに○をつけてください。 

 

１．芽室小学校区     ２．芽室南小学校区     ３．芽室西小学校区 

４．上美生小学校区  

 

 

 

 

問２ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。（[  ]内に数字でご記入ください。） 

 

平成・令和［  ］年 ［  ］月生まれ 

 

 

問３ この調査票にお答えいただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお

答えください。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．母親        ２．父親       ３．その他（         ） 

 

 

問４ この調査票にお答えいただいている方の配偶関係についてお答えください。あてはま

る番号１つに○をつけてください。 

 

１．配偶者がいる            ２．配偶者はいない 

 

 

問５ あて名のお子さんの子育て（教育含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さ

んからみた関係であてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 ４．主に祖父母 ５．その他（   ） 

 

  

２．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況について 

１．お住まいの地区について 
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（１）保護者の就労状況 

 
 
■父親【母子家庭の場合は記入は不要です】あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育

休・介護休業中である                     

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

■母親【父子家庭の場合は記入は不要です】あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育

休・介護休業中である                     

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 
 

（２）パート・アルバイト等で就労している方の今後の就労希望について 

問７ 問6で「3」または「4」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にう

かがいます。今後の就労についての希望をお聞かせください。 

 

フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

■父親【母子家庭の場合は記入は不要です】  

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現で

きる見込みがある 

２・フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があるが、実現

できる見込みがない 

３．希望なし（今のままでよい） 

問６ あて名のお子さんのご両親の就労状況（自営業の方とその家族従事者を含む）につい

てうかがいます。 

３．保護者の就労について 
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■母親【父子家庭の場合は記入は不要です】 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現で

きる見込みがある 

２・フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があるが、実現

できる見込みがない 

３．希望なし（今のままでよい） 

 
 

（３）現在就労していない方の今後の就労希望 

問８ 問 6で「5」または「6」（就労していない・就労したことがない）に○をつけた方

にうかがいます。今後の就労についての希望をお聞かせください。 

  

就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号それぞれに○をつけ、該当す

る［  ］には数字をご記入ください。 

■父親【母子家庭の場合は記入は不要です】 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが［  ］才になった頃に就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

⇒希望する就労形態  ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム・アルバイト等（「ア」以外） 

     →１週あたり［  ］日  １日当たり［  ］時間 

 

■母親【父子家庭の場合は記入は不要です】 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが［  ］才になった頃に就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

⇒希望する就労形態  ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム・アルバイト等（「ア」以外） 

     →１週あたり［  ］日  １日当たり［  ］時間 

 

 

 

 

 

（１）定期的な教育・保育の事業の利用 

問９ あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利

用されていますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．「利用している」 ⇒ 問 10へ   ２．「利用していない」 ⇒ 問 13へ 

４．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 
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（２）定期的に利用している教育・保育の事業 

問10 問10～問12は、問9で「1.利用している」に○をつけた方にうかがいます。あて名のお

子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定期的に」

利用している事業をお答えください。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．幼稚園               ２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間の利用）               （通常の就園時間を延長して預かる事業のうち 

定期的な利用（新２号）） 

 

３．認可保育所             ４．認定こども園   

（国が定める最低基準に適合した施設で         （幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設（芽室 

都道府県等の認可を受けたもの（かしわ保育園、     幼稚園等）） 

てつなん保育所、ひだまり保育所等）） 

 

５．小規模な保育施設          ６．家庭的保育  

（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の    （保育者の家庭等で子どもを保育する事業）        

 認可を受けた定員が概ね６～19人のもの（トムテ 

のいえ、りとる・ちっぷす芽室等） 

 

７．事業所内保育施設          ８．自治体の認証・認定保育施設 

（企業が主に従業員用に運営する施設）         （認可保育所ではないが自治体が認証・認定した 

施設（芽室町になし）） 

 

９．その他の認可外の保育施設      10．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのような保育者が子どもの 

家庭で保育する事業） 

 

11．ファミリー・サポート・センター   12．その他（           ） 

（地域住民が子どもを預かる事業、育児ネットめむろ等） 

 

 

（３）教育・保育事業の利用状況 

 
■現在 

１週当たり ［  ］日  一日当たり ［  ］時間（［  ］時～［  ］時） 

 
■希望 

１週当たり ［  ］日  一日当たり ［  ］時間（［  ］時～［  ］時） 

 

問11 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用しています

か。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。1週あたり何日、1日あたり何時間（何

時から何時まで）かを、[  ]内に具体的な数字でご記入ください。時間は、（例）09時～18

時のように24時間制でご記入ください。 
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（４）利用している教育・保育事業の実施場所 

問 12 現在、利用している教育・保育事業の実施場所についてうかがいます。「１」「２」の

いずれかに○をつけて、「２」はその主な理由をお選びください。 

 

１．芽室町内              ２．ほかの市町村 

 

■ほかの市町村で利用する理由 

１．教育・保育の内容          ２．利便性（距離が近いなど）  

３．利用料               ４．利用希望施設がない 

５．勤務先がある            ６．通勤経路 

７．家族（祖父母等）等がいる      ８．その他 

 
 

（５）教育・保育事業を利用していない理由 

問 13 問 9 で「２.利用していない」に○をつけた方にうかがいます。利用していない理由

は何ですか。理由としてあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．利用する必要がない（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で） 

２．子どもの祖父母や親戚がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

７．子どもがまだ小さいため［  ］歳くらいになったら利用しようと考えている 

９その他（                               ） 

 

問13-1 問9で「２.利用していない」に○をつけた方にうかがいます。就労の有無にかかわ

らず、保育所を利用しできるようにしてほしいですか。 

※国が進めている加速化プラン「こども誰でも通園制度」のこと 

 

１．はい                ２．いいえ 

 
 

（６）教育・保育事業の今後の利用希望について 

問 14 すべての方にうかがいます。平日、定期的に利用する教育・保育の事業（幼稚園や保

育所など）について、今後、利用を希望する施設についてうかがいます。 

 

■今後、幼稚園や保育所を利用したいですか 

１．利用したい             ２．利用したくない（問 17） 
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■利用したい施設の所在地 

１．芽室町内              ２．ほかの市町村 

 

■ほかの市町村で利用したい理由【上記で「２」を選んだ方のみ】 

１．教育・保育の内容          ２．利便性（距離が近いなど）  

３．利用料               ４．利用希望施設がない 

５．勤務先がある            ６．通勤経路 

７．家族（祖父母等）等がいる      ８．その他 

 
 

（７）定期的に利用したい教育・保育事業 

問15 問14で「１．利用したい」に〇を付けた方にうかがいます。あて名のお子さんの平日

の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。あては

まる番号すべてに○をつけてください。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担

が発生します。また、定員の関係により希望の保育所等を利用できない場合があります。 

 

１．幼稚園               ２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間の利用）               （通常の就園時間を延長して預かる事業のうち 

定期的な利用（新２号）） 

 

３．認可保育所             ４．認定こども園   

（国が定める最低基準に適合した施設で、        （幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設（芽室 

都道府県等の認可を受けたもの（かしわ保育園、     幼稚園等）） 

てつなん保育所、ひだまり保育所等）） 

 

５．小規模な保育施設          ６．家庭的保育  

（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の    （保育者の家庭等で子どもを保育する事業）        

 認可を受けた定員が概ね６～19人のもの（トムテ 

のいえ、りとる・ちっぷす芽室等）） 

 

７．事業所内保育施設          ８．自治体の認証・認定保育施設 

（企業が主に従業員用に運営する施設）         （認可保育所ではないが自治体が認証・認定した 

施設（芽室町になし）） 

 

９．その他の認可外の保育施設      10．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのような保育者が子どもの 

家庭で保育する事業） 

 

11．ファミリー・サポート・センター   12．その他（           ） 

（地域住民が子どもを預かる事業、育児ネットめむろ等） 
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（８）幼稚園の利用希望について 

問16 問15で「１．幼稚園（通常の就園時間の利用）」または「２．幼稚園の預かり保育」に

○をつけ、かつ３～12にも○をつけた方にうかがいます。特に幼稚園（幼稚園の預かり保育

をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。 

 

１．はい                ２．いいえ 

 
 
 
 
 
 
 
 

（１）利用したい地域の子育て支援事業 

問17 地域の子育て支援事業についてうかがいます。あてはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。また、実施場所につきましては、ほかの市町村の場合は市町村名をお書きください。 

 

■利用したことのある子育て支援事業  ■利用した場所 

１．地域子育て支援拠点事業※１ ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

２．子育て短期支援事業※２   ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

３．ファミリー・サポート・センター ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

４．一時預かり※３       ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

５．休日保育          ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

６．病児・病後児保育      ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

 

■今後利用を希望する事業       ■希望する場所 

１．地域子育て支援拠点事業※１ ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

２．子育て短期支援事業※２   ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

３．ファミリー・サポート・センター ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

４．一時預かり※３       ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

５．休日保育          ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

６．病児・病後児保育      ⇒ １．芽室町内 ２．ほかの市町村（     ） 

 

※１ 地域子育て支援拠点事業：芽室町では、子育て支援センター「げんき」（てつなん保

育所に併設）で実施している親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受け

たりする場で、通常の相談業務以外に「あかちゃん広場」「すくすく広場」等 

※２ 子育て短期支援事業：保護者の疾病その他の理由により児童養護施設等で一定期間

子どもの養育・保護を行う事業 

※３ 一時預かり：保育施設に所属していない子どもで、家庭で保育を受けることが困難な

場合に一時的に預かる事業（芽室町ではかしわ保育園で実施） 

  

５．地域の子育て支援事業の利用状況について 
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（２）地域子育て支援拠点事業の利用状況 

問18 問17で地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター「げんき」等）を利用した

ことがある方にうかがいます。次の中から、利用したことがあるものすべてに○をつけ

てください。また、おおよその利用回数（頻度）を[  ]内に数字でご記入ください。 
 
 

１．地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をする場） 

⇒１週間当たり［  ］回 もしくは １ヵ月当たり［  ］回程度 

２．ほかの市町村で実施している類似の事業 

⇒１週間当たり［  ］回 もしくは １ヵ月当たり［  ］回 程度 

 

 

（３）地域子育て支援拠点事業の利用意向 

問19 問18のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれ

ば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。あてはまる番号１

つに○をつけて、希望する利用回数（頻度）を[  ]内に数字でご記入ください。なお、

これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。また、施設の

規模や定員の関係で、自宅から遠方の施設を利用していただく場合があります。 
 

１．利用していないが、今後利用する 

⇒１週間当たり［  ］回 もしくは １ヵ月当たり［  ］回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

⇒１週間当たり［  ］回 もしくは １ヵ月当たり［  ］回 程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

※本町では、子育て支援センター「げんき」において以下の日程で実施しています。 

① １歳以上～就学前までのお子さんと保護者対象の広場を毎週月～金及び第３土曜日に

実施しています。 

② 妊婦、０歳児のお子さんと保護者対象の広場を毎週水・金曜日に実施しています。 
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（４）地域の子育て支援事業の認知度 

問20 次の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用

したいと思うものをお答えください。①～⑭の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、

「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけてください。 

 

 Ａ 

知っている 

Ｂ 

これまでに利用

したことがある 

Ｃ 

今後利用したい 

① 利用者支援事業 

（子育て支援係相談窓口等※） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

② 妊婦定期健康診査 

（14回分の診査費用を助成しています） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③ 乳児家庭全戸訪問事業 

（生後 4か月までの乳児の家庭を訪問、相談） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④ 養育支援訪問事業 

（養育支援が必要な家庭へ訪問支援します） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤ ショートステイ事業 

（児童養護施設で必要な保護を行います） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥ ファミリー・サポート・センタ

ー（育児ネットめむろ等） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑦ 一時預かり事業 

（家庭で保育が困難な児童を預かります） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑧ 延長保育事業 

（認定時間を超えてお預かりします） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑨ 病後児保育 

（てつなん保育所内「おひさま」で実施） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑩ 芽室町子育てガイド 

（すっくすくめむろ） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑪ 放課後児童クラブ 

（対象：小学１～３年生、学童保育） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑫ 風の子めむろ 

（放課後の子どもの居場所） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑬ 幼稚園・保育所の子育て支援 

事業（開放、各種クラブ等） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

※①利用者支援事業：身近な場所での相談や情報提供、助言等必要な支援を行う事業。本

町では、子育て支援センター「げんき」及び子育て世帯包括支援センター「めむろん」に

おいて実施しています。 
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（１）土曜・休日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

問21 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の

利用希望はありますか（一時的な利用は除く）。希望がある場合は、利用したい時間帯を、

（例）09時～18時のように24時間制でご記入ください。なお、これらの事業の利用には、一

定の利用者負担が発生します。 

※定期的な教育・保育事業：幼稚園や保育所など 

 
■土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい         利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい       ［  ］時～［  ］時まで 

■日曜・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい         利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい       ［  ］時～［  ］時まで 

 
 

（２）長期休暇期間中の教育・保育事業の利用意向 

問22 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます（「幼稚園」を利用していない方は問32

へ）。あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業

の利用を希望しますか。希望がある場合は、利用したい時間帯を、（例）09時～18時のように

24時間制でご記入ください。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生しま

す。 

 

１．利用する必要はない 

２．休み期間中、ほぼ毎日利用したい      利用したい時間帯 

３．休み期間中、週に数回利用したい       ［  ］時～［  ］時まで 

 
 

  

６．土曜・休日や長期休暇中の定期的な 

       教育・保育事業の利用希望について 
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（１）病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかったこと 

問23 平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた方（問9で「１」に○をつけ

た方）にうかがいます。利用していない（自宅保育されている）方は、問28（P13）にお進み

ください。この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで、定期的な教育・保育の事業が

利用できなかった（欠席した）ことはありますか。 

 

１．あった    ⇒問 24へ      ２．なかった  ⇒問 28へ 

 
 

（２）利用できなかった際の対処方法 

問24 問23で「１.あった」に○をつけた方にうかがいます。あて名のお子さんが病気やケガ

でふだん利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、この１年間に行った対

処方法としてあてはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も[  ]内に数字でご記入

ください（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。）。 

 

１年間の対処方法・日数（年間） 

ア．父親が休んだ                         ［  ］日 

イ．母親が休んだ                         ［  ］日 

ウ．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった        ［  ］日 

エ．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた       ［  ］日 

オ．病児・病後児の保育を利用した                 ［  ］日 

カ．ベビーシッターを利用した                   ［  ］日 

キ．ファミリー・サポート・センターを利用した           ［  ］日 

ク．仕方なく子どもだけで留守番をさせた              ［  ］日 

ケ．その他（                         ）  ［  ］日 

 
 

（３）病児・病後児保育施設の利用意向 

問25 問24で「ア」「イ」のいずれかに回答した方にうかがいます。その際、「できれば病児・

病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。あてはまる番号１つに○をつ

け、１年間で利用したいと思う日数についても[  ]内に数字でご記入ください。なお、病

後児のための事業等の利用には、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

 

１．できれば病児・病後児保育施設を利用したい ⇒ ［  ］日 ⇒ 問 26へ 

２．利用したいとは思わない                  ⇒ 問 27へ 

７．病気やけがの際の対応について 
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（４）病児・病後児保育施設の事業形態 

問26 問25で「１.できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方にうかが

います。病気やケガをしたお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思

われますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業 

（例：育児ネットめむろ等） 

４．その他（                              ） 

 
 

（５）病児・病後児保育を利用したいと思わない理由 

問27 問25で「２．利用したいと思わない」に○をつけた方にうかがいます。そう思われる

理由についてあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．病児・病後児を他人にみてもらうのは不安  ２．地域の事業の質に不安がある 

３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間  ４．利用料がかかる・高い 

日数など）がよくない  

５．利用料が分からない            ６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（               ） 

                                    

 

 

 

 

（１）不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用 

問28 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通

院、不定期就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。ある場合は、あてはま

る番号すべてに○をつけ、1年間の利用日数（おおよそ）も[  ]内に数字でご記入ください。 

 

利用している事業・日数（年間） 

１．一時預かり 

 （私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業）   ［  ］日 

２．幼稚園や認定こども園での預かり保育 

 （通常の就労時間の前後に預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）   ［  ］日 

３．ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業、育児ネットめむろ等）          ［  ］日 ⇒問 30へ 

４．夜間養護等事業・トワイライトステイ 

（本町にはありませんが、児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業）［  ］日 

５．ベビーシッター                    ［  ］日 

６．その他（                       ）  ［  ］日 

７．利用していない  ⇒ 問 29へ 

８．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う 

一時預かり等の利用について 
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（２）利用していない理由 

問29 問28で「7.利用していない」と回答した方にうかがいます。利用していない理由につ

いて、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．特に利用する必要がない       ２．利用したい事業が地域にない 

３．地域の事業の質に不安がある     ４．地域の事業の利便性がよくない 

                     （立地や利用可能時間・日数など） 

５．利用料がかかる           ６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのか    ８．事業の利用方法（手続等）が 

  どうかがわからない           わからない 

９．利用したいが、空きがない 

10．その他（                               ） 

 
 

（３）不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用意向 

問30 あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くら

い事業を利用する必要があると思いますか。あてはまる番号に○をつけ、必要な日数をご記

入ください（利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を[  ]内に数字でご記入くだ

さい。）。なお事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

 

１．利用したい 計［  ］日 

 ア．私用（買い物、子ども（きょうだいを含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的 

  ［  ］日 

イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を

含む）や親の通院 等 

［  ］日 

ウ．不定期の就労 ［  ］日 

エ．その他（              ） ［  ］日 

２．利用する必要はない ⇒ 問 32へ  

 
 

（４）利用したい施設・事業について 

問31 問30で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。問30の目的でお子さんを

預ける場合、下記のどの事業形態が望ましいと思われますか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

 

１．大規模施設で子どもを保育する事業（例：幼稚園・保育所等） 

２．小規模施設で子どもを保育する事業（例：地域子育て支援拠点等） 

３．地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業（例：ファミリー・ 

サポート・センター等） 

４．その他（                              ） 
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（５）子どもを泊りがけで家族以外の人に預けた機会の有無 

問32 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名

のお子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け

先が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法としてあて

はまる番号すべてに○をつけ、それぞれの日数も[  ]内に数字でご記入ください。 

 

 １年間の対処方法 日数（年間） 

１．あった ①親族・知人（同居者を含む）にみてもらった ［  ］泊 

②児童養護施設等でショートステイを利用した ［  ］泊 

③保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等） ［  ］泊 

④仕方なく子どもを同行させた ［  ］泊 

⑤仕方なく子どもだけで留守番させた ［  ］泊 

⑥その他（                   ） ［  ］泊 

２．なかった   

 
 
 

 

 

 

（１）就学後の放課後の過ごし方 

問33 あて名のお子さんが小学校に入学した後、放課後（平日の小学校終了後）の時間をど

のような場所で過ごさせたいと思いますか。学年別の欄に（選択肢１から10）から選択した

すべてを記入してください。 

※将来のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

 

 小学１年生 小学２年生 小学３年生 小学４年生 小学５年生 小学６年生 

番号       

 

＜選択肢＞ 

１．自宅   ２．祖父母宅   ３．友人・知人宅   ４．児童館 

５．スポーツ少年団・文化クラブ ６．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾） 

７．放課後児童クラブ（学童保育）８．放課後子ども教室 

９．ファミリー・サポート・センター（育児ネットめむろ等）  

10.その他（                                ） 

 
 

問34 あて名のお子さんについて、問33で選んだ場所で過ごさせたいと希望するのは、週何

日くらいですか。選択した番号に対応する表の中に数字でご記入ください。 

なお、「７．放課後児童クラブ」については、何時まで利用を希望したいかも数字でご記入く

ださい。時間は必ず「（例）18時」のように24時間制でご記入ください。（現在の利用時間に

限らずお答えください） 

※将来のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

９．小学校就学後の放課後の過ごし方について 
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 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 

１．自宅 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 

２．祖父母宅 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 

３．友人・知人宅 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 

４．児童館 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 

５．スポーツ少年団・文化クラブ 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 

６．習い事 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 

７．放課後児童クラブ 

（学童保育） 

週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 

時まで 時まで 時まで 時まで 時まで 時まで 

８．放課後子ども教室 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 

９．ファミリー・サポート・センター 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 

10．その他（        ） 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 週  日 

 
 

（２）放課後児童クラブ（学童保育）の利用について 

問35 問33で「７．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいます。あて名

のお子さんについて、土曜日と日曜に・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。

土曜日、日曜日・祝日のそれぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

また、利用したい時間帯を［ ］内に「（例）09～18時」のように24時間制でご記入ください。

（現在の利用可能時間に限らずお答えください） 

※事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

 

■土曜日 

１．１年生までは利用したい 

２．２年生までは利用したい 

３．３年生までは利用したい      利用したい時間帯 

４．４年生までは利用したい       ［  ］時から［  ］時まで 

５．５年生までは利用したい 

６．６年生までは利用したい 

７．利用する必要はない 

■日曜日・祝日 

１．１年生までは利用したい 

２．２年生までは利用したい 

３．３年生までは利用したい      利用したい時間帯 

４．４年生までは利用したい       ［  ］時から［  ］時まで 

５．５年生までは利用したい 

６．６年生までは利用したい 

７．利用する必要はない 
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問36 問33で「７．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいます。あて名

のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後児童クラ

ブの利用希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

また、利用したい時間帯を［ ］内に「（例）09～18時」のように24時間制でご記入ください。

※事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

 

１．１年生までは利用したい 

２．２年生までは利用したい 

３．３年生までは利用したい      利用したい時間帯 

４．４年生までは利用したい       ［  ］時から［  ］時まで 

５．５年生までは利用したい 

６．６年生までは利用したい 

７．利用する必要はない 

 

 

 

 

 

問37 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しま

したか。母親、父親それぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

また、取得していない方は、１～14の中からその理由の番号をご記入ください。 

（ひとり親の場合、母親、父親いずれかにご記入ください） 

 

母親（いずれかの○） 父親（いずれかに○） 

１．妊娠・出産に関わらず就労していなか

った 

２．就労形態（パート等）により、産前産

後・育児休業制度がないため退職した 

３．取得した（取得中である） 

４．取得していない 

取得していない理由 

（下から番号を選んでご記入ください） 

（いくつでも） 

（               ） 

１．就労していなかった 

 

２．就労形態（パート等）により、産前産

後・育児休業制度がないため退職した 

３．取得した（取得中である） 

４．取得していない 

取得していない理由 

（下から番号を選んでご記入ください） 

（いくつでも） 

（               ） 

 

■取得していない理由 

１． 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２． 仕事が忙しかった 

３． （産休前に）仕事に早く復帰したかった 

４． 仕事に戻るのが難しそうだった 

５． 昇給・昇格などが遅れそうだった 

６． 収入減となり、経済的に苦しくなる             （７～14は次ページ） 

10．育児休業や短時間勤務制度など 

家庭と職場の両立支援制度について 
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７． 保育所（園）などに預けることができた 

８． 配偶者が育児休業制度を利用した 

９． 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12．育児休業を取得できることを知らなかった 

13．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得することを知らず、退職した 

14．その他（                                 ） 

 
 

（１）育児休業からの復帰時期について 

問38 問37で「３．取得した（取得中である）」に○をした方にうかがいます。該当しない方

は問44（P20）へお進みください。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

■母親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した   ⇒ 問 39へ 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離婚した      

■父親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した   ⇒ 問 39へ 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離婚した      

 
 

問39 問38で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をした方にうかがいます。育児

休業から職場復帰したのは、年度初めの保育所等の入所に合わせてのタイミングでしたか。

あるいはそれ以外でしたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

■母親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった   ２．それ以外だった  

■父親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった   ２．それ以外だった  

 
 

問40 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヵ月のときに職場復帰しましたか。ま

た、お勤め先の育児休業制度の期間内で、何歳何ヵ月のときまで取りたかったですか。［ ］

内に数字でご記入ください。 

 

■母親 

実際の取得期間 ［  ］歳［  ］ヵ月  希望 ［  ］歳［  ］ヵ月 

■父親 

実際の取得期間 ［  ］歳［  ］ヵ月  希望 ［  ］歳［  ］ヵ月 

⇒ 問 44へ 

⇒ 問 44へ 
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問41 問40で実際の復帰と希望が異なる方について、希望の時期に職場復帰しなかった理由

をうかがいます。 

 

①「希望」より早く復帰した方  ※当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

■母親 

１．希望する保育所に入るため       ２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があったため 

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．職場に長期休暇をとりにくい雰囲気があるため 

６．育児代員の確保が難しく、早く復帰せざるを得なかったため 

７．その他（                               ） 

■父親 

１．希望する保育所に入るため       ２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があったため 

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．職場に長期休暇をとりにくい雰囲気があるため 

６．育児代員の確保が難しく、早く復帰せざるを得なかったため 

７．その他（                               ） 

 

②「希望」より遅く復帰した方 ※当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

■母親 

１．希望する保育所に入れなかったため 

２．自分や子供などの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（                               ） 

■父親 

１．希望する保育所に入れなかったため 

２．自分や子供などの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（                               ） 

 

 

（２）短時間勤務制度について 

問42 問38で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけたかたにうかがいます。

育児休業から職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。あてはまる番号１つに○

をつけてください。 
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■母親 

１．短時間勤務制度を利用した     ２．短時間勤務制度を利用しなかった  

■父親 

１．短時間勤務制度を利用した     ２．短時間勤務制度を利用しなかった  

 

 

問43 問42で「２．短時間勤務制度を利用しなかった」に○をつけた方にうかがいます。短

時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

 

■母親 

１．職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった  

２．仕事が忙しかった  

３．短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる  

４．短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる  

５．配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要が 

なかった 

７．職場に短時間勤務制度がなかった（職業規則に定めがなかった） 

８．短時間勤務制度を利用できることを知らなかった  

９．その他（                               ） 

■父親 

１．職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった  

２．仕事が忙しかった  

３．短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる  

４．短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる  

５．配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要が 

なかった 

７．職場に短時間勤務制度がなかった（職業規則に定めがなかった） 

８．短時間勤務制度を利用できることを知らなかった  

９．その他（                               ） 

 

 

問44 すべての方にうかがいます。お勤め先に、育児のために3歳まで休暇を取得できる制

度があった場合、「希望」としては、お子さんが何歳何ヵ月のときまで取りたかったですか。

［ ］内に数字でご記入ください。 

 

■母親                  ■父親 

［  ］歳［  ］ヵ月 

 

  

［  ］歳［  ］ヵ月 
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（１）父親の育児への参加【ひとり親家庭の場合は記入は不要です】 

問45 お父さんは育児に参加していますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。 

 

１．よくしている     ２．ときどきしている  ３．ほとんどしていない 

 
 
（２）家庭での家事分担 

問46 すべての方にうかがいます。あなたは、家庭での家事分担はどのようにするのがよい

と思いますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。 

 

１．主に男性が行うべきである 

２．どちらかといえば男性が行うべきである 

３．男女が互いに協力して分担して行うべきである 

４．どちらかといえば女性が行うべきである 

５．主に女性が行うべきである 

 
 

（３）子育てに関する不安や負担 

問47 あなたは子育てに不安や負担を感じますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．とても不安や負担を感じる 

２．やや不安や負担を感じる 

３．あまり不安や負担は感じない 

４．まったく感じない 

 
 

（４）子育てに関する悩み 

問48 あなたは、子育てについての悩みはありますか。あてはまる番号を３つまで○をつけ

てください。 

 

１．子どもの知的・精神的な発育 

２．子どもの勉強や進学のこと 

３．相談する相手がいない 

４．しつけがうまくいかない 

５．育児の方法がよくわからない 

６．育児の方針が家庭内で食い違う 

７．育児で疲れる 

８．自分の時間を十分もてない 

９．子どもとの時間を十分もてない 

10．経済的な不安 

11．その他（                               ） 

12．特にない（問 51へ） 

11．ご家庭での子育てと子育て環境について 
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問49 問48で「12．特にない」以外に〇をつけた方にうかがいます。子育てについての悩み

を相談できる人はいますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．いる （問 50へ） 

２．いない（問 51へ） 

 
 

問50 問49で「１．いる」に〇をつけた方にうかがいます。相談できる相手としてあてはま

る番号すべてに○をつけてください。 

 

１．配偶者 

２．親・きょうだい等 

３．友人 

４．近所・地域の人 

５．所属している保育所・幼稚園の先生 

６．本町の相談機関等 

７．その他（                               ） 

 
 

（５）きょうだいによる子どものお世話等について 

問51 あて名のお子さんにきょうだいがいる方にうかがいます。日常生活において、きょう

だいが子どものお世話などを行うことはありますか。あてはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

 

１．よくしている     ２．ときどきしている   ３．ほとんどしていない 

４．していない 

 
 

問52 問51で「１．よくしている」、「２．ときどきしている」に○をつけたかたにうかがい

ます。きょうだいが子どものお世話をすることにより、どのような影響がありますか。あて

はまるものすべてに○をつけてください。 

 

１． 家事や育児に協力的になった 

２． 親やきょうだいの気持ちを理解できるようになった 

３． 特に影響は無い 

４．学業に支障が出ている 

５．部活動・習い事に支障が出ている。 

６．その他（                               ） 
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（６）近所や地域に望むこと 

問53 子育てをするうえで、近所や地域に望むことはありますか。あてはまる番号を３つま

で○をつけてください。 

 

１． 出会った時に気軽に声を掛け合うなど、子どもに関わってほしい 

２． 子どもが良くないことをしているのを見かけたときは、注意してほしい 

３． 子どもを対象とした遊びや活動などに関わってほしい 

４． 育児などで困ったことがあったら相談に乗ってほしい 

５． 子どもが危ない目にあいそうなときは、手助けや保護をしてほしい 

６． 緊急の用事などのときに一時的に子どもを預かってほしい 

７． 子ども連れで交通機関や施設を利用するときに困っていたら手助けしてほしい 

８． その他 

９． 特にない 

 
 

（７）地区の子育て環境について 

問54 本町は子育てのしやすい環境だと感じますか。あてはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

 

１．とても子育てしやすいと思う 

２．まあまあ子育てしやすいと思う 

３．あまり子育てしやすいとは思わない 

４．子育てしやすいとは思わない 

 
 

（８）本町の子育て支援に期待すること 

問55 本町の子育て支援について特に期待することは何ですか。あてはまる番号を３つまで

○をつけてください。 

 

１．保護者同士が交流できる機械や場所がほしい 

２．子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい 

３．就労の有無にかかわらず、保育所を利用できるようにしてほしい 

（こども誰でも通園制度） 

４．教室に防犯カメラを設置するなど、幼稚園や保育所での不適切保育対策を強化して

ほしい 

５．幼稚園や保育所にかかる費用を軽減してほしい 

６．保育士配置基準を見直してほしい（保育士を増やしてほしい） 

７．町内に病児保育を開設してほしい 

８．子育てについて学べる機会をつくってほしい  

９．公営住宅での多子世帯の優先入居や家賃補助など、住宅面で配慮してほしい 

10．その他（                                ） 
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問56 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございまし

たら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 

 

 

 

 

 

  


